
●学習指導プラン【中学校 ２学年 理科】

○ 再生可能エネルギーの概要を理解し、福島県が「脱・原子力エネルギー」に取り組

んでいることを理解する。

○ コイルを磁界の中で動かすことで電圧が生じ電流が流れことから、モーター（発電

機）を使った発電方法について理解する。

○ 二酸化炭素の増加が、地球温暖化の原因であることを理解する。

○ 再生可能エネルギーの特徴を理解させるとともに、福島第一原子力発電所の事故後

の「脱・原子力エネルギー」への福島県の取組について理解を深めさせる。

○ 発電の仕組みを理解し、発電機を回す方法によって発電方式が異なることを理解す

る。

○ 再生可能エネルギーによる発電方法が二酸化炭素を排出しない発電方法であること

を実験を通して理解する。

１ 本時の課題を理解する。 10 ○ 発電所の巨大な発電機の写真を提示

（１）発電所の発電方法を考える。 し、発電機はどのようにして発電して

（２）発電機の中身を考える。 いるかを考えさせる。

○ 既習事項で、発電できることを伝え、

コイルと磁石の関係を導き出せるよう

にする。

２ 発電機の仕組みを理解する。 15 ○ 小学校で使用した「手回し発電機」

（１）手回し発電機から「モーター」 の中に何が入っているかを実際に確認

を取り出す。 させる。

（２）モーターの中身を取り出し、磁 ○ モーターの分解は教師が行う。

石とコイルが入っていることを理 ○ モーターを回転させることで、電流

解する。 が流れることをＬＥＤで確認する。

（３）コイルが磁石の中で回転するこ

とにより、誘導電流が発生するこ

とを理解する。

３ 発電機を回転させる力を理解する。 15
（１）発電機についている巨大なター ○ 火力発電も原子力発電も、水を沸騰

ビン（羽根車）を回す方法を理解 させ、出てくる蒸気の力でタービンを

する。 回すことを理解させる。

・ 水の力 風の力 ○ 風力発電装置、水力発電装置を使っ

（２）水力発電、火力発電、原子力発 て、二酸化炭素を生成する「燃焼」が

電、風力発電のしくみを理解する。 ないことを確認する。

４ 再生可能エネルギーを使った発電 10 ○ 水力発電は水の力だけで発電するこ

では二酸化炭素が排出されないこと とを理解させる。

を理解する。

（１）水力発電や再生可能エネルギー

では、二酸化炭素が排出されない。
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発電所では、どのような仕組みで発

電しているのだろうか。

再生可能エネルギーは、二酸化炭素

を排出しないことを理解できたか。

（記述分析）

ま
と
め

モーターが回転することで、電流が

流れることを理解できたか。（口頭確

認）



●実践成果

１ 発電機の仕組みについて

理科の「電磁誘導」の学習を

踏まえて、モーターを分解する

ことによりモーターが磁石を利

用して発電する仕組みを、実感

と伴って理解を深めることがで

きた。

発電の仕組みは火力発電、水

力発電、原子力発電、風力発電、

地熱発電の全てに共通であるこ

とから、発電機を回すエネルギーの違いによって、二

酸化炭素の排出の有無が決まることが理解することが

できた。

２ 発電方法について

発電機のタービンを回すエネルギー源が「水流」で

あれば水力発電、「石油・石炭」で水を沸騰させ、発

生する水蒸気でタービンを回すものが火力発電、燃料

棒で水を沸騰させ、発生する水蒸気でタービンを回す

ものが原子力発電であることを理解させるために、自

作のワークシートを活用して生徒に説明した。特に、 【授業で使用した発電の仕組みの図】

原子力発電の方法について理解していない生徒が多

かったため、火力発電と原子力発電の大きな違いが「燃料」の違いであることに驚いていた。

また、燃料の違いによって、二酸化炭素発生の有無が決まることを説明した際に、原子力発

電も二酸化炭素を発生しないことに気づく生徒がいた。高速増殖炉「もんじゅ」との関係から、

原子力も再生可能エネルギーに入るのではないかという話題になり、生徒が深く理解している

ことがわかった。

３ 再生可能エネルギーと二酸化炭素について

発電の仕組みについて理解した後、「風力発

電機モデル」、「水力発電機モデル」を活用し、

実際にＬＥＤを点灯させたり電子オルゴールを

鳴らせたりする実験を行った。実際にモデル使

用して電流が発生することと、二酸化炭素発生

の原因となる燃焼がないことを体験することで、

理解を深めることができた。

また、二酸化炭素を増やさないために、金山

町に点在する水力発電と風力発電が有効である 【風力発電機モデル】

と考える生徒が増えた。しかし、発電量が小さ

いことが「モデル」実験を通して理解できたた

め、地球温暖化の原因となる二酸化炭素を排出

しないためには、再生可能エネルギーを利用す

ることと、電力をできるだけ利用しないように

心がけることの重要性を再認識することができ

た。

【水力発電機モデル】


